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①健康・生活

②運動・感覚

③認知・行動

④言語
　コミュニケーション

⑤人間関係・社会性

法人（事業所）理念 一人ひとりの『現在』を支援し『未来』を応援することで、地域の共生社会実現に寄与する

事業所名 児童発達支援事業所パレット 作成日支援プログラム 令和　7年　　1月　　27日

＊ひとりひとりの認知特性を理解し、適切に行動できるような環境設定
＊保育士・児童指導員・作業療法士の指導のもと、それぞれの認知の発達を支援
＊制作活動等で色・形・重さ・柔らかさなどを習得（色々な素材に触れる）
＊体操などの活動を行うことでの身体意識の向上
＊絵本や制作活動を通して季節を感じることができる活動内容を考慮
＊ほかの子との距離感を感じることで空間認知を習得
＊自由遊びや外遊びの終わりの時間を伝え時計の数字等で時間の認知を習得（ブザーや音楽を流す等も活用）
＊順番や遊びのルールを通して「待つこと」「決まりを守ること」を支援

＊活動の中で自分の体の部位を表す言葉と実際の言葉がつながるよう支援
＊それぞれの言語レベルにあったコミュニケーション方法を活動の中に取り入れていく
＊自分の思いが伝わる経験を増やし人とコミュニケーションをとることを楽しめるよう促す
＊活動の中で社会性のある言葉と動作をつなげる支援
＊発語がない子についてはＰＥＣＳ（絵カードやサインなど）を取り入れるなど家庭でもできることを紹介し施設と家庭の双方からの支援

＊活動や遊びを通して、他者との関わりを支援
＊大人の介入を必要とする活動を行うことで対人意識や人への信頼感獲得をサポート
＊「かして」「どうぞ」といったやりとりを通して意思表示をするなど社会性の向上を支援
＊制作活動を通して作品を作り上げる達成感を感じられるよう支援
＊嫌なことは嫌だと表出できることで苦手なことへの対処法を習得できるよう支援

支援方針

子供たち一人ひとりの個性に寄り添い「できた！」の喜びを分かち合い、安心・安全に過ごせる空間を目指します。

子供たちの笑顔を活力として、パレットに関わる全ての人が共に成長していける施設を目指します。

営業時間 送迎実施の有無10　時　00　分　から　14　時　00　分

主な行事等

＊季節に合わせた行事（クリスマス会・節分・七夕会・ハロウィン等）　　　＊年2回参観会（親子参加・療育自由参観等）
＊小学校へあがる子たちのお別れ会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊誕生会
＊夏の水遊び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊避難訓練（年3回）
＊遠足（5月）

家族支援

＊ペアレントトレーニング
＊送迎時に家庭での様子や施設での様子を伝え合う（連絡ノートも活用）
＊定期的な面談時間の提供（4か月に1回の保護者面談）
＊家族からの子育て・将来・日常生活・障害についてなどの悩みへの助言
＊家族の精神面でのケア

移行支援

＊幼稚園・保育園・学校への情報共有
＊移行支援会議・カンファレンスへの参加

地域支援・地域連携

＊関係する他事業所・相談支援事業所と連携し必要に応じて情報共有する
＊湖西市の自立支援協議会に出席 職員の質の向上

＊法定研修（虐待防止・身体拘束・権利擁護）（BCP/災害・感染）
＊外部講師による職員研修（年1回）
＊施設内研修又は施設内でのケース会議（毎月）

支　援　内　容

＊健康状態の把握
＊運動活動を取り入れ・体力および運動機能の向上支援
＊定時排泄での声掛け（排尿自立の児童は自分のタイミングでトイレに行く）
＊手洗い・歯磨きの指導および定着支援
＊一日の流れを朝の会などで視覚提示を行い見通しを持って過ごす・規則的な生活リズムの定着支援
＊靴を下駄箱にいれる・荷物を自分のロッカーにしまう・衣類の着脱・衣類のたたみ方・定期的なトイレ誘導・手洗い・歯磨きなど・活動の中で基礎的な生活スキルを獲得
＊水分補給・給食を通して補水や摂食トレーニング支援（給食の量などは配慮し完食できた喜びへとつなげる）
＊給食での食具（お箸・スプーン・フォーク等）・制作活動での道具の使い方（はさみや糊等）・日常生活で必要なスキルの習得支援

＊作業療法士の指導のもと、筋力の維持・強化・歩く・走る・跳ぶなどの基本的動作の習得・体の使い方の習得
＊遊びや活動の中で視覚・聴覚・触覚・前庭覚・固有覚といった基礎感覚を活用
＊活動を通して感覚の統合を促進
＊朝の会・帰りの会または机上課題などで椅子に座る機会を提供し姿勢維持の向上
＊感覚過敏や感覚鈍麻を理解し安心してすごせる環境設定5
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